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市役所倉34-1111側 守630.8580二条大沼南-T目1-1・お知5ぜ

電子計算組織では
個人情報をこのように処浬しています

F有田効週間開幅削市ため輔の一世コニ ピ3ータ4 理してい ...これによコて即時の

迅速化ゃ?町役所怠庁と各出努所の才ンライニ じ芯どm.ワ ピス"向之を図つでい奪..ととでコンビユ タ処

理"'る個人情緒H奈良市電子酢算組織処理iζ係る恩人情縄問... に関する条例Jによっτ傍観されて1います.

融制コユ ビューターで個λ輔副そ処理してし相制下"のとおりです.

くわしく".市役所情縄審理震へ

-・・・・目 H ・H ・-・・・・・コンビユ タ 処理している業務…….......

| 汎周・子針鱒砲によるもの . 才フィスコンピューターに品もの . 

• 外岱民記5“a仰寵.ま偏盃司明i 外【闘剖入.矛a錫尋
'・輔の附 併 人情間同時人制…醐…'砂市県民際 固定資電機慣珊屋 港人市開制動

・視の.務 震後向帳認促状況処理納製油知 4・

惚..サ台傾

'"瑚 滴込の開 市健闘..の醐日書 ?酬

処理口座..続使a合M名簿決.綱審

・各種予防割安担健康.断の.努 終盤予防姥稽健..

*iIi抱l凱児 l畿6か"児問必票

.就ス学 酔 鍾 勤時骨.入学制緩助tt.1t旋

.，週初日臨仮谷依頗脅

惨岬圏の輔…崎町婦人制 C栄作"

ーの糊---f酬 'l<j''tt1，1t
>t昔s・a・-の援椅…..歯有企穏当符名a・
.時間手当の聞 日野得制耐制Jl!fI'!II:Jt受給

資格証

・園民健眼健傾剥 レセプト処理の.務…観保険針弘司

保険 欄 酌 帳 納付組合目名簿闘相賛

8・国民主事盆健傾斜 緬鑑定事盆の鍵積 債似険狩を合宿 納付

組合銅色調修所得現刷刷i通知納付通知• 象4摩匹'笹E 
・財務会齢の.. 支出向担行為伺 支'"命令 相手jちを

録 測定明

・保育の鍵務 官民.児重台帳 lHf料徴収台帳 人柄決定:

過知 JUlJt 1:1予約順

"下本通憂きを著者貧鑑盆の穏期…!fi'，'守. 民認鰍収 納入通知

'・佳宅新総資盆貸付償還の幾務 貸付傘償還金台帳

納 i霊知

砂適時.周の織務 凸刷許可占m綱剛満 f通知縦総則

鈎 納付轡

砂上下水道料金の軍務 納入局担1. rl蝦祖師縛上下.逼使

刷J守量*忍*引9・
・水温鎗アk・理句集務 給水設置工事台帳

砂介寓保慣の健務 憶保険符白正保険終決定通知 介薦認

定決定温知給付債J配給決定通知

一時守山師団山崎停止山

岨 醐 の債務 削耐"緑酬を耐制

同 盟 噛 登の糊 刊白眼献酬叫曲

砂調剤紡崎の費量徳一倍令.緒 俗値目降宵会実務 絡組内順守守

蝿 f向防r~n'即慢災経明

砂畑轄の輔 副耐間各種刷受付醐

惨鹿島省摘訟の軍需一住宅情祉怜←ピス ，人ホ←ム人同時1f'lf.!I

.."幽の糊 ~抑制手管制具日常叫用具 等n
・醐 蜘 醐…...1陣仙台帳，種証明・ IUU
'生I写膏情錨.燃の.務一 団体グループ情報縄示鉱情稼

同四四輔の輔一間信覧各個.酬3提

パーソナルコンピ2ーターによるもの . 

四.!!Ø.fiIl - --1t剛健刷 r. ~fl帳

明酬の醐 附ごとt各種間借町制作成

'小作地旬纏・地短周の.. ・区廃合順守痔貝旭鉱閉

惨描刷工聞の開 納入通知筒定明掴

砂遇策値飽支.の集荷…櫨包温畑， 自民 H!m~忠信通知書5
台帳~.OIt刷会検*;71証

叩 雌指定の 暗 所山氏名制旭 川.

・閲覧緬潟支鍾の媛漕 開発許可 工事完了届附 n倹

.日荷量 符橿.説

・閥 帽>t.oaD*";の輔一酬酬同開求医

m・.医療資悟鉦

~ í.:圃賓湿の績務 公園台帳量...等閑静争直続調得

吋 咽 憾 卸lご予融 制珊闘 の糊一えの柑帥

Hk術予防注射のa知

三害足首月ヲ泊."'.. ヨFが，-1."モJ

〈f事R昔前 i 二兎 ν ム〉カE戸弁~I ，r.-A

lネットホ ムペ ジ閲覧中に議良市の係施政や市内

の徹也痢院などに網島侍場，から.縛電首をかげることが

できる4奈良市ダイヤルガイド金はじめ 市が実緬する市

民組禄の袋内仏領楢崎と情報公開 代表的合年中行8
，紹介山、仏どうぞ酬して〈だ ~"o

〈札 川 市 役 附 附 舟 " -

υRL "t<p:ll'"川町.-叩同

E位協詰品目
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国民
輔晴らし帥ん制・ってい

間 .でも枇回し口問やケ

ガに顧われるか即時肌.ちし

そのとき "傘ぴ啄くて医者に11'1;'

れ悠いとしたら大変で>.

園.健康保険OJ度〔園保)俗そ

ういう・舎に備え剖入者"それぞ
れの尽λに応じてお金を出し合い

必裏忽慣用にあてようという動け舎

内です.

保

-・・・ え E堕型の納付が困難な扇面元議を下 ・. . .

今年mtJ's保険料老納めてい砿い入に対して滞納箔置が織』医されるととにZ去りました.特別n
情も忽し¥(/)!L:保険制ぞ畏い聞納め忽いでいると 次のよう忽諸冨がとらnまずので速やかに納めまじ

よう.納期限を過ぎると鑑促や催告伊行われます.

区お 災宵忽どにより生活ア著 しく困胞に匂ったときや 所得が意滅しで保険制の納付が困権忽と

き協組駁してください.

〉 特別芯事情もなく保験料を納めないでいると

F 一一-一一一一一一一一 一-------一---------------一一 一一.イ有1帥効期限の短和しい、「短則被f併~，晶金者証削j を交付します.

.納期限カら i年を過ぎると 保険証を返していただき「被保険者資格証明書」を交付 し

ます@

.納期限から 1年 6か月を過ぎると 図似の給付の全部または一部が差し止めiな句ます。

・その他に 財盈の差し押さえなどの滞納処分を行う鳩合があります。

，-------- 一一 一一一一 一一ー ーー一ー一一一一一一一一一一一一一一一
滞納した保険料が完納されたり額が大幅に減少した場合や特期間穆情が認め 5れた

場合lま 新たに保険駆が交付されます.

〈短期復保険者医) (観保級者資格駆明書〉

保険料を酬しれる川 崎怖が続た射に保険証の代わりに交付しますい I観保険制格田容」

交付される柑酬の短叫 崎偲闘の資絡を証明するだけのもので幡町品川ぜん.そのため「酬

闘です剛哨im受け 険築資格証明書Jで闘に付q たときは村勺た医"はいヮたん全額自己悶

るこ左ができますが史街ご することになり玄す{骸保険符資俗極明@を後示Lて受け任療養については保険診療

とt納付銅線i米でもらL としての取得、とな町ます}

。抵険特の納付を求めます。 後日 申..よ旬かかった区寄食め7概または8鯛を払」戻します.

l問い合わぜl市役所保殺現へ。

園生弘?1貯5首
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1 1月は年金推進月間です

年金はあなたが主人公です
あ忽たの加入する国民盗事童は

軍1号植幌院者 第E号被慢障者 第3号彼保障者

20厳-60・E禾満 叙随時-65鎖芳J・ 2C鰻-60..，雫治

白骨*r.自由寮符縄寮従事お 無.の人.肱年

間織~ > ~件附開制，その配制

老.網"週.) )悠F金の受飴4食階修矧司 4企<~た Lで、る人と ¢ιJ 、占> 問曜匹E生主隼盆'細.入J緯聖 ，其‘羽涜持.笹E合

そ何め聞4笥賢

老胡愉(酬叫 a時叩ド晴閣金封受帥叫肘 .制除同貝 でれL る人"限肌る剖} 

~ ---------- ー 一 一 一 一 一 一一 一 一一 一一 一ー 一 一

! とん芯ときに年金の届け出型些璽竺萱
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山
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中

酢

弘*か

己 ん. と. T証曹 " 必...の

~量になっ止と 占(車生年量 晶埴岨色町掴λ'"陣" 印.."生町場古"宇生量

同氏骨量的加入者...牧草輩 出生清祖告に加入したと島
印量 本人配明骨町彰量n::値車保積証 113'1;置催柚.

1帳置してい品配圃膏品川.，場合はあわせて串3暗植楳

陪.へ丹届け出量 して〈だ吾い)
値ー1届け聞置

単略奪量県高畠骨量やめたと晶

"量豊Lている凪圃軒品川=晶場骨はあわせτ車 l守世保 印置 .量T瞬、軍世年""町わか占書軍

..へ目届け出をして U!きい)

事3骨量f離隔者町配圏暑が畠吐企 t'tflh.，IOと事
宵l量、 本人向己個膏町年量干眠世直f臨検証、崎町.仕.遍R

Uc年月目白骨かる書垣、事3畦瞳但楠，草当時届け出書

配同.町憧.樺柚町棋聖になった主事 印軍 本人配楓高町母壷干・‘置車f世田監証 骨柵必よび性'

{軸揖Uct畠や"λが.-たとき) L二♀った草月日時わか品由明、'"畦融樟陣書院，届け出書

配個苦肉瞳.惇幡町時聾からはずれたと畠 印軍本人配圏.町.壷 f'. 技量からはずれた日町わか，

{瞳蝿L止と畠や.人が唱えtと轟j •• 住雨、 民f，~'1<1:>ったとき
印置、年量 F幌

{性R車田届け血と 岨に市仕両国民年金置へ)
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